














Tags in Speech Corpora: 
A Comparison between 
`International Corpus of Japanese As a Second language’ 
and 
`the Corpus of Spontaneous Japanese’ 
















 I-JAS：『多言語母語の日本語学習者横断コーパス(International Corpus of Japanese As
a Second language)』（cf. 迫田他 2016）
 CSJ：『日本語話し言葉コーパス(the Corpus of Spontaneous Japanese)』（cf. 前川 2006） 
I-JAS の検索には，コーパス検索アプリケーション『中納言』を用いる（引用にあたり，
迫田他(2016)等で用いられている形式に従ってタグを表記する）。CSJ については，現在の











 まず，I-JAS と CSJ のタグ対応表を表 1（次ページ）に示す。同種の機能を果たす，ある
いは機能の一部が重複していると思われるタグは並べて表示してある。参照の便のため，
両端に行番号を付す（本稿で「n 行目」とある場合，表 1 の行番号を指すことにする）。I-JAS























３．２ タグ Y 
 次に，9 行目のタグ Y を取り上げる。このタグは，I-JAS にのみ存在するタグで，次のよ
うに使用される： 
 
  ドアが[開いて（ひらいて）=Y]ました 【出典】I-JAS サンプル ID：JJC35-D 
 
この例の場合，何の対応も施さなければ「開いて」の読みに曖昧性が発生するが（「あいて








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 1. CSJ 転記テキスト例(S02M0198)： 
&の左側が基本形，右側が発音形 
 
 なお，基本形と発音形という二種類の表記法が存在する CSJ においては，タグを(i)基本
形に付与するのか，(ii)発音形に付与するのか，(iii)基本形と発音形の両方に付与するのか，
を規定しておく必要がある。表 1 では右端の「付与対象」欄にその情報が記されている。 
 
３．３ タグ A 
 I-JAS におけるタグ（ここでは「記号」を含まない，狭義のタグ）は，もっぱら形態素解
析の精度向上のために用いられる（迫田編 2016: 173ff.）。一方，CSJ においては，同様の目
的で使用されるタグも多くあるが，それに限定されるわけではない（小磯他 2006: 27-28）。
表 1 の 28 行目のタグ(A)は，転記テキストの可読性を高めるために導入されたタグである。
このタグを用いることにより，算用数字やアルファベットを表記に添えることができる。 
 
  (A 三．ゼロ六;３．０６)       & サンテンゼロロク 【出典】CSJ ID：A06F0075 
   (A エイチエムエム;ＨＭＭ)は   & エイチエムエムワ 【出典】CSJ ID：A01M0099 
 
I-JAS にはタグ A に対応するタグは用意されていない。I-JAS の表記ルールでは，数字は漢
数字で，アルファベット通りの発音をしている場合はアルファベット全角で記すことにな
0285 00642.999-00645.100 L: 
十一時ぐらいに              &  ジューイチ(W イ;ジ)グライニ 
うちに                      &  ウチ(W ン;ニ) 
帰ってきたんですけど        &  カエッテキタンデスケド 
0286 00645.894-00649.273 L: 
(F その)                    &  (F ソノ) 
門は                        &  モンワ 
閉まってるんですが          &  シマッテルンデスガ 
玄関が                      &  ゲンカンガ 
薄く                        &  ウスク 
開いていまして              &  アイテイマシテ 
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 フィラーおよび感情表出系感動詞には，どちらのコーパスにおいても，タグ F が付与さ
れる（表 1 の 1 行目）。 
 
  はい、[あー=F]島田店長，ちょっとよろしいですか？ 
【出典】I-JAS サンプル ID：JJC46-RP1 
  発表内容ですが(F あー)まず研究の背景として 【出典】CSJ ID：A01M0065 
 
 相違点として，フィラーが連続した場合，I-JAS では全体に一つのタグを付与する場合が
あるのに対し，CSJ では個々のフィラーにそれぞれタグ F を付与する。 
 
  でも実際はそんなにー、[あの、んー=F]私， 【出典】I-JAS サンプル ID：JJC32-RP1 









 語の断片に対しては，I-JAS ではタグ X，CSJ ではタグ D が付与される（表 1 の 8 行目）。 
 
  今のーシフトはー[あの=F]、[し=X]週三回， 【出典】I-JAS サンプル ID：JJC32-RP1 
  (F えー)(D し)下の項が少し変わってきます 【出典】CSJ ID：A01M0097 
 
 I-JAS のタグ X は，語の断片の他に，不明語，学習者によるオリジナルの語に対しても付
与される点で，CSJ のタグ D とは異なる。 
 
  [みやまー=X] （迫田 2017: 183） 
                                                     
1 このことは，迫田編(2016: 178)にある通り，I-JAS 開発者によって既に認識されている問題である。なお，
「タグ F の内部に”、”がある場合，そこでタグ F を括り直す」という処理（例：[あの、んー=F]→[あの=F]、
[んー=F]）を検討中であるとのご連絡を最近 I-JAS 開発者からいただいた。 
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  お父さんが[ピャーピャー=X?擬音語・擬態語]怒って （迫田 2017: 183） 
 
 また，前述のタグ F と同様の相違点だが，I-JAS ではタグ X を付与する箇所が連続して現
れる場合は，まとめてタグ X を付与しているのに対し（迫田 2017: 182-183），CSJ では複
数の語の断片の連続と解釈される場合には，それぞれにタグ D を付与している。 
 
  でもほんとに、[かな、悲し=X]、悲しくなった、 【出典】I-JAS サンプル ID：JJC28-I 
  住所とか聞きますから(D き)(D き)(D き)聞きたいんですけどって 
 【出典】CSJ ID：S01F0183 
 
４．３ 発音誤り 
 発音の誤りについては，I-JAS ではタグ G，CSJ ではタグ W が用いられる（表 1 の 7 行
目）。 
 
  雰囲気が、ちょっと、[ちょと=G=ちょっと]違うと友達、 
 【出典】I-JAS サンプル ID：JJC28-I 
  ちょっと & (W チョト;チョット) 
  早めに   & ハヤメ(W ン;ニ) 
  出る     & デル 
  時に     & トキニ                 【出典】CSJ ID：S02M0198 
 
 両コーパスの重要な相違点として，CSJ ではタグ W の範囲（スコープ）は原則として短
単位なのに対し2，I-JAS ではそのような制約はないということが挙げられる。 
 
  記事を[かきて=G=書いて]います 【出典】I-JAS サンプル ID：GAT39-I 
  書いてきたんですね & (W カエ;カイ)テキタンデスネ 【出典】CSJ ID：S01F1522 
 
「書いて」は短単位としては，「書い」と「て」に分割され，CSJ では「書い」の部分にだ






  [使えな、なかた=G=使えなかった] 【出典】I-JAS サンプル ID：JJC28-I 
                                                     
2 例外として，短単位境界で音の融合などが生じそこで切り離しがたい場合，複数の短単位にまとめてタ
グ(W)を付与することを CSJ では認めている（小磯他 2006:104）。例：僕は & (W ボクワ;ボカー) 
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 は，CSJ 方式ではおそらくタグ D とタグ W を使って，次のように書き起こされる： 
 





  [助けてくれ、くれません=G=助けてくれません] 【出典】I-JAS サンプル ID：TTH27-I 
  入ろうと[思いですけど=G=思いますけど] 【出典】I-JAS サンプル ID：KKD20-ST2 
 
これらの例は確かに誤用ではあるが，形態素解析に関して致命的な失敗を招くとは考えら






 外国語については，I-JAS ではタグ N が，CSJ ではタグ O が付与される（表 1 の 2 行目）。 
 
  一番高いところは[シャンライ=N]のほう 【出典】I-JAS サンプル ID：JJC09-I 
  (O カナディアンレイジング)でもって 【出典】CSJ ID：A05F0039 
 
一見同種の機能を果たすように思われるタグではあるが，実際のところ，両者は適用対象
もその導入目的も大きく異なる。I-JAS のタグ N は，外国語で表現された語に加え，アニメ
などの架空のカタカナ語の固有名詞にも付与される。このタグの目的は，タグが付与され
た要素の品詞を「名詞」とすることである（ただし，解析用辞書に登録されている語であ




するほうがよい。この際，タグ O の情報が利用できる。 







  [あー=F]、I have so many great experiences、とても、すてきな，誕生日の、 
  経験 
 
しかし，CSJ では下線部にタグ O が必要である。このような事例があるとすると，「外国語」
という観点から，I-JAS のタグ N と CSJ のタグ O を単純にまとめて扱うことは難しい。 
 
５． おわりに 
















の転記基準と作業工程」言語資源活用ワークショップ 2016 発表論文集． 







的な繋がりに基づいて―I-JAS 構築に関する最終報告書』平成 24-27 年度科学研究費助成
事業（基盤研究 A）研究成果報告書（https://ninjal-sakoda.sakura.ne.jp/lsaj/?page_id=364 よ
りダウンロード可能） 




コーパス検索アプリケーション『中納言』   https://chunagon.ninjal.ac.jp/ 
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